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歴
史
と
文
化
の
ま
ち

　
　

津
山
で
の
勉
励
を
た
た
え
て ―

　

市
で
は
市
内
の
大
学
（
大
学
院
や
高
専
な
ど
）
を
優
秀
な
成

績
で
卒
業
し
た
学
生
に
「
箕
作
賞
」
を
毎
年
贈
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
賞
は
、
津
山
出
身
の
洋
学
者
・
箕
作
阮
甫
に
ち
な
み
、

市
制
施
行
50
周
年
を
記
念
し
て
昭
和
55
年
に
制
定
し
た
も
の
で

す
。
今
年
も
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
か
ら
推
薦
さ
れ
た
学
生
に
賞
状

と
メ
ダ
ル
を
贈
り
ま
し
た
。

　

多
く
の
近
代
洋
学
の
先
駆
者
を
輩
出
し
た
津
山
。
こ
こ
で
研

鑚
を
積
ん
だ
学
生
生
活
が
良
き
思
い
出
と
な
り
、
今
後
の
さ
ら

な
る
飛
躍
に
つ
な
が
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
　

市
長
公
室
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市
で
は
、
津
山
市
域
に
お
け
る
地
球
温
暖
化
対
策
の
あ
り

方
を
検
討
し
、
市
民
・
事
業
者
・
市
民
団
体
・
市
が
、
そ
れ

ぞ
れ
の
役
割
に
応
じ
た
取
り
組
み
を
効
果
的
に
推
進
し
て
い

く
こ
と
を
目
的
と
し
て
「
津
山
市
地
球
温
暖
化
対
策
地
域
推

進
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

計
画
の
実
行
に
あ
た
っ
て
は
、
市
民
・
事
業
者
・
市
民
団

体
・
市
が
協
働
し
な
が
ら
、
暮
ら
し
や
す
く
豊
か
な
自
然
環

境
を
次
世
代
に
継
承
す
る
た
め
、
着
実
に
地
球
温
暖
化
対
策

を
推
進
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
一
層
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

　３月15日、加茂の里山を歩く「早春
ウォークinつやま」が開催されました。
　約140人の参加者が加茂町スポーツ
センターをスタート。約７㎞のコース
を思い思いのペースで心地良い汗をか
きながら歩き、早春の加茂の景色を楽
しみました。
　また、ゴール後にはしし鍋などの心
温まるもてなしもあり、加茂の景色と
味覚を満喫した一日になりました。

　２月４日、阿波小学校６年生の親子
料理教室が行われ、愛育・栄養委員や
担任の先生の指導で阿波の郷土料理を
作りました。
　メニューは、阿波の山菜を存分に使
った阿波おこわやニジマスのから揚
げ、ミネラルたっぷりのホウレンソウ
のおひたし、阿波豆腐のみそ汁、米粉
クッキー、阿波リンゴでした。
　自分たちで作った料理はおいしく自
然と親子の会話も弾み、みんなニコニ
コ顔になりました。

阿
波
小
学
校
６
年
生
親
子
料
理
教
室

加
茂
の
魅
力
を
再
発
見

早
春
ウ
ォ
ー
ク
in
つ
や
ま

阿
波
の
郷
土
料
理
伝
え
る

ス
ト
ッ
プ
！ 

地
球
温
暖
化

地球温暖化とは

地球温暖化がもたらす影響

今できることをはじめよう

市民の皆さん 事業者の皆さん

加茂支所 阿波支所

約200年前の地球
産業革命の始まった頃の

二酸化炭素の濃度は約280ppmでした｡

津山工業高等専門学校
三浦　寛史さん(鏡野町）
安藤　慎一さん(市内宮尾）
松﨑　晃大さん(市内山北）
藤田　貴久さん(鏡野町）
福田　佑太さん(市内小田中）
岩野　祐太さん(市内上田邑）

さ
ん

け
ん

み
つ
く
り

げ
ん  

ぽ
（出典：全国地球温暖化防止活動推進センター）

現在の地球
二酸化炭素の濃度は､

現在では370ppmを超えてしまいました｡

太陽からの光

太陽からの光

熱
の
放
出

熱
の
放
出温室効果ガス 温室効果ガス

熱

熱を吸収

熱

熱をもっと吸収

地球温暖化は、わたしたちの日常生活や事業活動
に伴って排出される二酸化炭素などの温室効果ガ
スが増加することなどにより、地球表面の大気や
海洋の平均温度が長期的に見て上昇する現象です

温室効果ガスの排出
が増加し続けた場
合、さらなる温暖化
がもたらされ、異常
気象の増加など、わ
たしたちの生活や自
然環境に、地球規模
で深刻な影響を及ぼ
す恐れがあると懸念
されています

わたしたちの毎日の暮らしや事業活動における行動や習慣を見直し、エネルギーの効率的
な利用や資源の循環利用に努めるなど、少しずつでも継続して取り組むことが、地球温暖
化防止につながっていきます。省エネで環境に優しい生活・事業活動を心掛けましょう

・風呂の残り湯は洗濯などに活用
・暖房は20℃、冷房は28℃に設定
・買い物袋を持参し、レジ袋使用を削減
・グリーンカーテンを試みる
・短距離は徒歩や自転車で移動
・公共交通機関の積極的な利用

・コピー用紙の再生紙使用、裏紙利用
・ＯＡ機器は省エネルギー型を購入
・生産工程におけるエネルギーの有効利用
・梱包は可能な限り簡素化
・エコドライブの実践

問
い
合
わ
せ
先
　

環
境
生
活
課
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※津山市地球温暖化対策地域推進計画の実行開始として「地球環境セミナー」を開催（25ページに関連記事あり）

（イラスト出典：環境省「地球温暖化パネル」）

こんぽう

美作大学
長谷川香菜さん(高梁市）
菊池　真和さん(愛媛県）
赤枝　達樹さん(市内東一宮）

美作大学大学院
ラトナ･ケサリ･プラジャパティさん
　　　　　　　 ((ネパール）

美作大学短期大学部
岡　　紘未さん(奈義町）
成子　知里さん(高知県）
比嘉　祥子さん(沖縄県）


